
2022.9.17（土） ─ 12.12（月）
特別展観覧料
一般：400円（280円）小・中学生：200円（140円）
＊ （　）内は20名以上の団体料金
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展示協力（敬称略）
浦野範雄、小津亞紀子、鎌倉文学館、きもの舘 志お屋、国立映画アーカイブ、株式会社崑プロ、
松竹株式会社、蓼科高原映画祭、茅ヶ崎館、中井貴惠、日本映画監督協会、山下和子
デザイン：相馬敬徳
撮影：武田泰廣、武田祐太（武田映像企画）
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料金：一般 1600円　小・中学生 800円（展示観覧料含む）
チケット発売日：10.8（土）

12.3（土） 13:00	 特別上映
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料金：一般 1600円　小・中学生 800円（展示観覧料含む）
チケット発売日：9.10（土）

10.15（土） 13:00	 特別上映

小津安二郎が描いた菅笠

小津安二郎・絵、浦野理一・表装裂の軸 小津安二郎デザインの日本映画監督協会ロゴマーク

自宅で仕事をする市川崑と妻で脚本
家の和田夏十　撮影：細江英公
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11.19（土）	 特別上映

1924年／アメリカ／白黒（サイレント）／85分／Blu-ray
監督：エルンスト・ルビッチ　出演：アドルフ・マンジュー、
フローレンス・ヴィダー、モンテ・ブルー、マリー・プレヴォー

ドイツからハリウッドに
招かれたルビッチの初期
代表作で、浮気をめぐる
2組の夫婦の騒動を描く
コメディ。小津・市川の
洗練された作風は、2人
が傾倒していたルビッチ
の影響が大きい。

『結婚哲学』 ＋ ミニトーク 10:30

1931年／松竹／白黒（サイレント）／75分／35㎜
監督：小津安二郎　脚本：北村小松　ギャグマン：ゼームス・槇
出演：岡田時彦、川崎弘子、飯田蝶子、伊達里子、吉川満子

ひげ面でバンカラ風の男
が、就職のために髯を剃
ったところ一気に二枚目
になってしまったことか
ら巻き起こる恋愛喜劇。
戦前の小津作品を特徴づ
けるアメリカ映画の影響
が色濃い一作。

『淑女と髯』 ＋ ミニトーク 14:00

料金：一般 1600円　小・中学生 800円（展示観覧料含む）
チケット発売日：10.8（土）

『細雪』に登場した着物

※午前の回と午後の回はそれぞれ別チケットが必要です。

©1931 松竹株式会社



特別展観覧料  
一般 400円（280円）
小・中学生 200円（140円）
＊  （  ）内は20名以上の団体料金
＊鎌倉市民（市内に住所を有する方）は展示観覧料
無料です。入館の際に住所が確認できる証明書（運
転免許証、国民健康保険証等）をご提示ください。

チケット発売開始日

9月の上映作品（ 1 〜 2）  9月1日（木）

10月の上映作品（ 3 〜 6）  9月10日（土）

11・12月の上映作品（ 7 〜 12）  10月8日（土）

チケット取り扱いお問合せ先

川喜多映画記念館窓口

0467-23-2500
作品により映像・音声が必ずしも良
好でないものがあります。場合によ
っては上映素材・作品の変更があり
ますことをご了承ください。

映画鑑賞  （展示観覧料含む）
一般 1000円 小・中学生 500円

特別上映  （展示観覧料含む）
一般 1600円 小・中学生 800円

ビルマ（現・ミャンマー）に散った無数の
命を弔うため、敗戦後も僧侶となって現
地に留まる決意をした日本兵を描く反戦
映画。透徹した客観性とヒューマニズム
を併せ持つ、市川前期の代表作。
1956年／日活／白黒／116分／35㎜
監督：市川崑　脚本：和田夏十　原作：竹山道雄　
出演：三國連太郎、安井昌二、浜村純、西村晃、 
伊藤雄之助、北林谷栄

9.27（火）10:30
9.28（水）・30（金）・10.2（日）14:00

1 ビルマの竪琴
©日活

1962年、日本人として初めて小型ヨッ
トによる太平洋単独無寄港横断に成功し
た堀江謙一の冒険譚を映画化。大自然と
たたかう人間の孤独を豪華キャスト・ス
タッフ陣で描いた。
1963年／日活＝石原プロモーション／カラー／
97分／35㎜
監督：市川崑　脚本：和田夏十　原作：堀江謙一　
出演：石原裕次郎、浅丘ルリ子、田中絹代、森雅
之、ハナ肇、大坂志郎

10.2（日）10:30
9.27（火）・29（木）・10.1日（土）14:00

2  太平洋ひとりぼっち
©日活

東京オリンピック（1964年）の公式記録
映画。最先端の技術を駆使し、市川らし
いシャープな演出が冴える一方、その独
創性から〈記録か、芸術か〉の論争にま
で発展し、後世にも多大な影響を与えた。
1965年／東京オリンピック映画協会／カラー／
170分／35㎜
総監督：市川崑　脚本：和田夏十、白坂依志夫、 
谷川俊太郎、市川崑

10.10（月・祝）10:00
10.12（水）・14（金）・16（日）14:00

3  東京オリンピック
©公益財団法人 日本オリンピック委員会

大阪船場に暮らす商家の四姉妹を描いた
谷崎の名作を、市川が悲願の映画化。当
時の着物を再現するため、綿密な考証を
経て120着が新たにあつらえられ、移り
ゆく時代の絢爛たる世界を描き切った。
1983年／東宝映画／カラー／140分／DCP
監督：市川崑　脚本：市川崑、日高真也　
原作：谷崎潤一郎　
出演：佐久間良子、岸惠子、吉永小百合、古手川
祐子、伊丹十三、石坂浩二

10.16（日）10:30
10.10（月・祝）・13（木）14:00
［特別上映］10.15（土）13:00

4  細雪
©国際放映

横溝ブームを巻き起こした市川後期の代
表作のひとつ。太い明朝体のクレジッ
ト・タイトルも本作から採用された。公
開当時の色調と独自の画面サイズが再現
されたデジタル修復版での上映。
1976年／角川春樹事務所／カラー／146分／DCP
監督：市川崑 　脚本：長田紀生、日高真也、市川
崑　原作：横溝正史　
出演：石坂浩二、高峰三枝子、草笛光子、島田陽
子、小沢栄太郎、加藤武

10.25（火）10:30
10.26（水）・28（金）・30（日）14:00

5  犬神家の一族
　  〈4Kデジタル修復版〉

©1976 角川映画

避暑地で出会い再婚した映画監督と舞踊
家が、互いの家族らを巻き込んで展開す
る、モダンで洗練された狂騒曲。初期の
市川らしい洒脱さが際立つ名作で、若き
日のスターたちの競演も見どころ。
1953年／東宝／白黒／87分／35㎜
監督：市川崑　脚本：和田夏十、井手俊郎
原作：森本薫「華々しき一族」　
出演：越路吹雪、菅井一郎、岡田茉莉子、有馬稲
子、尾棹一浩、三國連太郎

10.30（日）10:30
10.25（火）・27（木）・29（土）14:00

6  愛人
©1953 東宝

大映のオールスターが出演したお正月映
画。〈嫁入り前の父娘〉を主題に、小津安
二郎デザインの日本映画監督協会ロゴマ
ークが登場するなど、敬愛する小津への
オマージュが随所に散りばめられている。
1959年／大映／カラー／87分／35㎜
監督：市川崑 　脚本：久里子亭、舟橋和郎
原作：久里子亭　
出演：若尾文子、佐分利信、京マチ子、野添ひとみ、
川口浩、船越英二、菅原謙二

11.3（木・祝）10:30
11.1（火）・5（土）・6（日）14:00

7  あなたと私の合言葉
　さようなら、今日は

©1959 角川映画

娘の結婚をめぐり、すれ違いつつ互いを
思いやる父と娘を描いた物語。原節子が
初めて小津映画に出演し、本作から小津
と野田高梧の共同脚本が始まるなど、後
期の小津作品の基調を成す重要な作品。
1949年／松竹／白黒／108分／DCP
監督：小津安二郎　脚本：野田高梧、小津安二郎　
原作：広津和郎「父と娘」　
出演：原節子、笠智衆、月丘夢路、杉村春子、 
宇佐美淳、三宅邦子

11.6（日）10:30
11.2（水）・3（木・祝）・4（金）14:00

8  晩春〈4Kデジタル修復版〉

©1949 松竹株式会社

没後20年を経て製作されたドキュメン
タリー作品。小津映画に携わったスタッ
フが結集し、ゆかりの深い人物のインタ
ビューと名場面を散りばめながら、小津
の生涯とその魅力をたどる。
1983年／松竹／カラー／123分／35㎜
監督：井上和男　撮影：兼松熈太郎、厚田雄春　 
音楽：斎藤高順　
出演：笠智衆、木下惠介、司葉子、岡田茉莉子、 
淡島千景、岸惠子、杉村春子

11.15（火）・20（日）10:30
11.16（水）・18（金）14:00

9  生きてはみたけれど
　小津安二郎伝

©1983 松竹株式会社

東京・山の手の有閑マダムたちの生活が、
大阪からやってきた姪によってかき乱さ
れる様子をコミカルに描く、戦前松竹の
モダニズムが結晶した都会派喜劇。早世
した桑野通子のスマートさが際立つ。
1937年／松竹／白黒／71分／35㎜
監督：小津安二郎　脚本：伏見晁、ゼームス・槇　　
出演：栗島すみ子、斎藤達雄、桑野通子、佐野周
二、飯田蝶子、吉川満子

11.18（金）10:30
11.15（火）・17（木）・20（日）14:00

10 淑女は何を忘れたか
©1937 松竹株式会社

娘の行く末を憂う親とそれぞれの人生を
生きようとする娘たちの人間模様を豪華
キャストで描いた、小津映画初のカラー
作品。染色作家・浦野理一によるモダン
で品のある着物が画面に華を添える。
1958年／松竹／カラー／118分／DCP
監督：小津安二郎　脚本：野田高梧、小津安二郎　
原作：里見弴　
出演：佐分利信、田中絹代、山本富士子、有馬稲
子、久我美子、浪花千栄子

11.29（火）10:30
11.30（水）・12.2（金）・4（日）14:00

11 彼岸花〈2Kデジタル修復版〉

©1958 松竹株式会社

東京郊外の建売住宅地を舞台に、親子の
すれ違いやご近所付き合いなど、子ども
を中心とした何気ない日常生活をユーモ
ラスに描く。色彩を多様に用い、デザイン
的な構図が際立つなど遊び心溢れる一作。
1959年／松竹／カラー／94分／DCP
監督：小津安二郎　脚本：野田高梧、小津安二郎　
出演：笠智衆、三宅邦子、佐田啓二、久我美子、 
設楽幸嗣、島津雅彦

12.4（日）10:30
11.29（火）・12.1（木）14:00
［特別上映］12.3（土）13:00

12 お早よう〈2Kデジタル修復版〉

©1959 松竹株式会社



Screening Schedule

〒248-0005 神奈川県鎌倉市雪ノ下2-2-12

0467-23-2500
開館時間：9：00～17：00（入館は16：30まで）
休館日：月曜日（9.19、10.10、12.12は開館）、9.20（火）、10.11（火）
主催：川喜多・KBSグループ（鎌倉市川喜多映画記念館指定管理者）
※駐車設備がありませんので、公共交通機関をご利用ください。
※入館時、館内での感染予防対策にご協力ください。
※席数、入館時間等は状況により変更する場合がございます。詳しくはお問合せください。

https://kamakura-kawakita.org

14：00  太平洋ひとりぼっち （97分）

14：00  細雪 （140分）

14：00  愛人 （87分）

14：00  あなたと私の合言葉 さようなら、今日は （87分）

14：00  淑女は何を忘れたか （71分）

14：00  偶然と想像 （121分）

14：00  お早よう （94分）

14：00  ドンバス （121分）

14：00  ビルマの竪琴 （116分）

14：00  東京オリンピック （170分）

14：00  犬神家の一族 （146分）

14：00  晩春 （108分）

14：00  生きてはみたけれど 小津安二郎伝 （123分）

15：00  梅切らぬバカ （77分） ＊

15：00  梅切らぬバカ （77分） ＊

14：00  彼岸花 （118分）

14：00  ドンバス （121分）

14：00  太平洋ひとりぼっち （97分）

14：00  細雪 （140分）

14：00  愛人 （87分）

14：00  晩春 （108分）

14：00  淑女は何を忘れたか （71分）＋上映解説

14：00  コーダ あいのうた （112分） ＊

14：00  お早よう （94分）

14：00  アトランティス （109分） ＋上映解説

10：30  ビルマの竪琴 （116分）

10：00  東京オリンピック （170分）

10：30  犬神家の一族 （146分）

10：30  生きてはみたけれど 小津安二郎伝 （123分）

10：30  コーダ あいのうた （112分）

10：30  彼岸花 （118分）

10：30  リフレクション （127分）

10：00  梅切らぬバカ （77分）

10：00  梅切らぬバカ （77分）

12：00  偶然と想像 （121分）

12：00  コーダ あいのうた （112分）

10：30  ドンバス （121分）

10：30  あなたと私の合言葉 さようなら、今日は （87分）

10：30  梅切らぬバカ （77分）

10：30  ドンバス （121分）

14：00  ビルマの竪琴 （116分）

14：00  東京オリンピック （170分）

14：00  犬神家の一族 （146分）

14：00  晩春 （108分）

14：00  生きてはみたけれど 小津安二郎伝 （123分）

14：00  偶然と想像 （121分）

14：00  彼岸花 （118分）

14：00  ドンバス （121分）

14：00  愛人 （87分）＋上映解説

14：00  あなたと私の合言葉 さようなら、今日は （87分）

14：00  【特別上映】 淑女と髯 （75分）＋ミニトーク

14：00  コーダ あいのうた （112分） ＊

13：00  【特別上映】 お早よう （94分）＋トークイベント

13：30  【トーク付き上映】 ドンバス （121分）＋トークイベント

14：00  太平洋ひとりぼっち （97分）

13：00  【特別上映】 細雪 （140分）＋トークイベント

14：00  ビルマの竪琴 （116分）

14：00  東京オリンピック （170分）

14：00  犬神家の一族 （146分）

14：00  あなたと私の合言葉 さようなら、今日は （87分）

14：00  淑女は何を忘れたか （71分）

14：00  彼岸花 （118分）

14：00  リフレクション （127分）

10：30  淑女は何を忘れたか （71分）

10：30  コーダ あいのうた （112分）

10：30  リフレクション （127分）

10：30  【特別上映】 結婚哲学 （85分）＋ミニトーク

10：30  偶然と想像 （121分）

10：30  アトランティス （109分）

10：30  太平洋ひとりぼっち （97分）

10：30  細雪 （140分）

10：30  愛人 （87分）

10：30  晩春 （108分）

10：30  生きてはみたけれど 小津安二郎伝 （123分）

10：30  お早よう （94分）

10：30  アトランティス （109分）

27（火）

10（月・祝）

25（火）

1（火）

15（火）

22（火）

29（火）

6（火）

1（土）

15（土）

29（土）

5（土）

19（土）

26（土）

3（土）

10（土）

30（金）

14（金）

28（金）

4（金）

18（金）

25（金）

2（金）

9（金）

2（日）

16（日）

30（日）

6（日）

20（日）

27（日）

4（日）

11（日）

28（水）

12（水）

26（水）

2（水）

16（水）

23（水・祝）

30（水）

7（水）

29（木）

13（木）

27（木）

3（木・祝）

17（木）

24（木）

1（木）

8（木）

関連上映

映画をデザインする
市川崑 篇

チケット発売日：9.10（土）

関連上映

映画をデザインする
市川崑 篇

チケット発売日：9.1（木）

関連上映

映画をデザインする
市川崑 ┼小津安二郎 篇
チケット発売日：10.8 （土）

関連上映

映画をデザインする
小津安二郎 篇

チケット発売日：10.8 （土）

シネマウィーク
チケット発売日：10.8 （土）

一般：1200円
小・中学生：600円

かまくら世界映画週間
ウクライナ 篇

チケット発売日：11.12 （土）
一般：1200円
小・中学生：600円

関連上映

映画をデザインする
小津安二郎 篇

チケット発売日：10.8 （土）

9
月

10
月

11
月

12
月

展示の見どころ／上映作品の解説を、学芸員が映像資料室で実施します。（要展示観覧料）

展示解説   2022.9.24（土）、10.22（土）、11.12（土）  各日14:00～（約40分）
上映解説   2022.10.29（土）、11.17（木）、12.8（木）  各日午後の上映終了後（約40分）

一般公開（無料）：10月1日（土）、2日（日）
特別公開（要展示観覧料）：11月1日（火）～6日（日）
当館敷地内に建つ旧和辻邸をご覧いただけます。
※いずれの公開も天候等の事情により中止となる場合があります。

旧川喜多邸別邸（旧和辻邸）

12月1日（木）は映画の日
展示観覧料無料
映画をご覧になる場合は、鑑賞料金
（一般1000円、小・中学生500円）
が必要です。

＊バリアフリー上映


